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■□■ショートコメント■□■ 

◆公式ホームページによれば、本作の「イントロダクション」は次の通りだ。 

 

ネルーダ 大いなる愛の逃亡者 

2016年／チリ・アルゼンチン・フランス・スペイン映画 

配給：東北新社・ STAR CHANNEL MOVIES／108分 

2017（平成29）年12月16日鑑賞 シネ・リーブル梅田 

 

★★★ 
監督：パブロ・ラライン 

出演：ルイス・ニェッコ／ガエル・

ガルシア・ベルナル／メルセ

デス・モラーン 
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◆公式ホームページによれば、本作の「ストーリー」は次の通りだ。 

 

◆公式ホームページによれば、ノーベル文学賞を受賞したネルーダの「人物像」は、次の

通りだ。 
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◆今年のノーベル文学賞は、日本生まれで英国籍の作家であるガズオ・イシグロ氏が受賞

したため、近時はその話題でもちきり。２０１２年に中国人作家の莫言氏がノーベル文学

賞を受賞した時は、その１年前にその莫言氏と私の事務所で対談していただけに大いに興

奮したが、今回も、『わたしを離さないで』（１０年）（『シネマルーム２６』９８頁参照）

の映画でイシグロ氏のことをよく知っていただけに、私は現在それらの新聞記事を興味深

く読んでいる。 

 

◆去る１１月２３日に観た『笑う故郷』（１６年）では、アルゼンチンではじめてノーベル

文学賞を受賞したダニエル・マントバーニのことを知って面白かった。しかして、本作の

タイトルになっている『ネルーダ』も、１９７１年にチリではじめてノーベル文学賞を受

賞した人らしいが、私は全く知らなかった。ところで、『大いなる愛の逃亡者』という副題

の意味は・・・？ 

本作の「イントロダクション」と「ストーリー」を読んで、私は「これは必見！」と思

って映画館に行ったが、中はガラガラ。これはきっと、私以上に日本人はネルーダのこと

を知らないためだろう。 

 

◆チリといえば、１９７０年９月の大統領選挙でアジェンデが選出され、チリ初の民主的

選挙による人民連連合政府（社会主義政権）が誕生したことが有名。その誕生と崩壊を描

いた『チリの闘い』（７５～７９年）第１部、第２部、第３部は、素晴らしい映画だ（『シ

ネマルーム３９』５４頁参照）。 

ネルーダのノーベル文学賞受賞は１９７１年のことだから、このアジェンデ大統領誕生

の時期と重なっていた。本作では、共産党員であったがために、時のチリの大統領から迫

害される姿が描かれるが、アジェンデ政権が誕生した当時彼は優遇されたの？そんな興味

も湧いてきたが、ネルーダはピノチェトによる軍事クーデターでアジェンデ大統領が死亡

（自殺？）した数日後に死亡したらしい。 

そこらあたりも興味深いところだが、本作はそれを描くものではなく、追跡者になる警

官ペルショノー（ガエル・ガルシア・ベルナル）と逃亡者になるネルーダ（ルイス・ニェ

ッコ）との追いかけっこのサマを描くものだ。 

 

◆ミュージカルの『レ・ミゼラブル』も、映画の『レ・ミゼラブル』（１２年）（『シネマル

ーム３０』４８頁参照）も、中盤は追跡者ジャベール警部と逃亡者ジャン・バルジャンと

の追いかけっこがハラハラドキドキの展開を見せたが、さて、本作の追いかけっこは・・・？

ジャベール警部はジャン・バルジャンから助けられたことに絶望して自殺してしまったが、

大統領からの直命でネルーダを追うペルショノー刑事は如何に・・・？ 

本作の結末は私には意外で全く想像できないものだったから、ビックリ！本作が、どこ

まで史実に基づいているのかは知らないが、劇中何度も語られるネルーダの詩を味わいな

がら、ネルーダの奇想天外な人柄をしっかり確認したい。そして、その人物を追跡しなが
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ら、どことなくその人生に魅了されていく警官ペルショノーの人物像にも注目したい。 

２０１７（平成２９）年１２月１８日記 

 

 


